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新たな都政改革について
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 都政改革を新たなステージへ進化させるため「新たな都政改革ビジョン」を策定
 今年度早期に、中長期的に取り組むべき課題と解決の方向性や、新たな人材確保策、
東京２０２０大会後の組織のあり方など速やかに着手する具体策を示す実行方針を
策定予定

改革のタイムライン



新たな都庁の姿
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民間とのスクラムで政策イノベーションを生み出す都庁へ

３つのアプローチで「未来の東京」を支える都庁へ

 行政の課題を民間のアイデアで解決
 官民の人材をミックス
 その道の「プロ」と一緒に作る

 気づいていない課題を発見する
 トップマネジメントの意識を変える

改革の目的

安全・安心、健康、快適…
都民の“幸せ”の実現

都庁の永遠のミッション 改革を通じて目指すもの

CS｜Customer Satisfaction
ES ｜Employee Satisfaction

 ミッションを実現のため、CS（都民の満
足）の向上を追求

 そのためには、ES（職員の働きがい）の向
上も不可欠

 CSとESの相乗的な向上により、誰もが明日
への夢を持って生き生きと輝く東京を実現
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改革の方向性
CSとESの相乗的な向上を目指し、新たな都庁の姿を実現するため、アプローチごとに
下記の６つの柱で改革を推進していく。

人
材

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

組
織
運
営

行
政
サ
ー
ビ
ス

有為な人材を機動的に確保柱1

柱2

柱3

風通しの良い都庁へ ～人材交流の活発化～

ダイバーシティ＆インクルージョンの推進

柱4

柱5

柱6

専門性に磨きをかける人材育成

総合力を高めるコミュニケーション能力の向上

都庁外での経験や学びを促す仕組みの構築

機動的な執行体制の整備柱1

柱2

柱3

迅速な政策展開を可能にする制度・
仕組みの構築

世界最高水準のICT環境を実現

柱4

柱5

柱6

BPRの徹底で、新たなチャレンジにリソースを
シフト

多様なワークスタイル・ワークプレイスの実現

職員一人ひとりの“働きがい”に目を向けた
組織づくり

東京の成長力を押し上げる規制改革の推進柱1

柱2

柱3

行政手続・サービス等の改革

都民サービスのクオリティ向上

柱4

柱5

柱6

課題（ニーズ）と民間の技術・アイデア
（シーズ）の新結合

民間と連携したデータの有効活用

区市町村との連携・支援
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行政手続等のデジタルシフトの取組参考１
令 和 ２ 年 ２ 月 １ ４ 日
第２７回都政改革本部会議
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令 和 ２ 年 ２ 月 １ ４ 日
第２７回都政改革本部会議
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令 和 ２ 年 ２ 月 １ ４ 日
第２７回都政改革本部会議
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令 和 ２ 年 ２ 月 １ ４ 日
第２７回都政改革本部会議
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令 和 ２ 年 ２ 月 １ ４ 日
第２７回都政改革本部会議



柱１

18%

柱２

21%
柱３

6%

柱４

22%

柱５

18%

柱６

15%

柱１ 有為な人材を機動的に確保 (18%)

柱２ 風通しの良い都庁へ ～人材交流の活発化～ (21%)

柱３ ダイバーシティ＆インクルージョンの推進 (6%)

柱４ 専門性に磨きをかける人材育成 (22%)

柱５ 総合力を高めるコミュニケーション能力の向上 (18%)

柱６ 都庁外での経験や学びを促す仕組みの構築 (15%)
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実施期間 令和２年3月18日（水）から３月24日（火）まで
調査内容 新たな都政改革ビジョンの内容についての意識調査

（充実すべき施策、都民への貢献度、CS/ES向上のために重要なこと、
働きがいの感じ方、属性などを無記名回答)

回答件数 2,011件

人材マネジメントの改革の中で重要だと思う取組

職員の意見 （新たな都政改革ビジョンに関する職員アンケート結果概要（速報値））参考２



柱１

20%

柱２

20%
柱３

14%

柱４

4%

柱５

21%

柱６

21%

柱１ 機動的な執行体制の整備 (20%)

柱２ 迅速な政策展開を可能にする制度・仕組みの構築 (19%)

柱３ 世界最高水準のICT環境を実現 (14%)

柱４ BPRの徹底で、新たなチャレンジにリソースをシフト (4%)

柱５ 多様なワークスタイル・ワークプレイスの実現 (21%)

柱６ 職員一人ひとりの“働きがい”に目を向けた組織づくり (21%)
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行政サービスの改革の中で重要だと思う取組

組織運営の改革の中で重要だと思う取組

柱１

12%

柱２

27%
柱３

17%

柱４

17%

柱５

14%

柱６

13%

柱１ 東京の成長力を押し上げる規制改革の推進 (12%)

柱２ 行政手続・サービス等の改革 (27%)

柱３ 都民サービスのクオリティ向上 (17%)

柱４ 課題（ニーズ）と民間の技術・アイデア（シーズ）の新結合 (17%)

柱５ 民間と連携したデータの有効活用 (14%)

柱６ 区市町村との連携・支援 (13%)

※小数点以下を四捨五入しているため、合計は100％とならない項目がある。

職員の意見
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自身のES（働きがい・モチベーション）を高めるためには、何が重要と考えるか。
（14個の選択肢から３個まで選択）

○ 自分の強みや専門性が伸ばせること、成長を実感できること 13％
○ 仕事の成果に対する適切な評価 11％
○ 仕事が都民の役に立っているという実感 10％
○ 信頼できる上司と仕事ができること 10％
○ 同僚や上司との十分なコミュニケーション 9％

回答が多かった項目

職員の意見
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